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 (
○ 
全体のおおまかな流れ
)
 (
＜前提＞
日本企業は
BOP 
ビジネスにより
本業として
収益を挙げられるのか　
BOP 
ビジネスが、本当に
BOP
層の生活向上
に寄与するのか　
➔
そしてこの２つの両立win-winが可能か（ＢＯＰビジネスの成功）
＜おおまかな流れ＞
ＢＯＰ市場とは
（ＢＯＰ市場・ビジネスとは、
なぜ注目されているのか、
現状）
海外事例
（欧米、中国）
日本企業とＢＯＰ
（
日本企業がＢＯＰビジネスに参入する必要性
、日本のＢＯＰビジネスにおける課題、
生かせる強み、成功事例
）
ＢＯＰビジネスを通して、日本企業と発展途上国はＷｉｎ-Ｗｉｎになれるか
（また、このビジネス、市場は今後どうなっていくのか、などまとめ）
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 (
世界人口の72％
)
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なぜＢＯＰ市場に注目しているのか
)
 (
新たな市場として注目され、いち早く参入すべきとされている。
➔
今までは注目されていなかったＢＯＰ市場だが、
貧困層に新製品・新サービスを開発して提供しそれに
よって貧困層の人々に就業機会を生み出し、所得の向上へとつながり
、
それが
人々の購買力を増大させて新たな市場を出現させるとして注目されている。
そして長期的にはここに参入するか否かが企業の存続に関わると言われている。
ＣＳＶが注目されている
➔
社会的な問題が企業の責任としてとらえられるようになり始まったＣＳＲから、
社会課題の解決と企業の利益、競争力向上を両立させ、
社会も企業もＷｉｎ-WinとなるＣＳＶが注目されるようになり、
ＣＳＶを行えるＢＯＰビジネスが注目されている。
貧困削減が求められている
2000年9月にニューヨークで開催された国連ミレニアム・サミットで採択された
「
国連ミレニアム宣言
」
⇒
2015
年までに世界の貧困層を半減
)
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 (
③日本企業はＢＯＰビジネスで成功できるのか、必要性は？
)
 (
＜日本がＢＯＰ市場に適していると考えられる点＞
日本企業の経営に対する考え方
（経営理念など）
が、
BOP
ビジネスに合っている
➔
ＢＯＰビジネスを慈善事業ではなく本業として行いやすい
改良・改善において発揮する優れた力
。高いブランド力
➔
創意工夫を凝らして改良に改良を重ねる日本企業の強み。
（今あるものをよりよくする事に強みを持つ）
また、ブランド力も高く評価されている。
)
 (
研究者も参入企業も少なく、欧米に１０年も参入が遅れている日本がＢＯＰ市場で成功する可能性はあるのか？
)


 (
＊
ヤクルト
ヤクルトレディによる雇用の創出、
安価での下痢や赤痢防止
)
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 (
③ソーシャルビジネスがしやすい環境
)
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 (
「日本で１
ℓ
の
Volvic
を買うとアフリカ
に
10
ℓ
がアフリカに届けられる」などの、①消費者、②企業、③
BOＰ
層
の３つ
がWINになるビジネスが行いやすい。
)




 (
BOP
市場が拡大し現在のBOP層が成長した10年後先を考えたときに、現在の中間層・富裕層などの上位層向けの日本企業のビジネスでは日本企業は生き残っていけない。上記強みを生かしてBOPビジネスに参入していくべきなのでは
)




 (
④最終的に行きつくところ
)
 (
＜
ＢＯＰビジネスを通して、日本企業と発展途上国はＷｉｎ-Ｗｉｎになれるか
＞
□
提案
＊政府支援の在り方、環境整備（海外の事例も踏まえて）
＊どういったプロセスで事業を行っていくべきが（NGOとの関わり、現地企業との関わり）
　マーケティング調査⇒チャネル構築⇒開発⇒営業体制構築⇒プロモーション
　そして各段階における問題と解決方法
＊参入が大企業ばかり。もっと日本の技術力を生かして中小・ベンチャーを参入させられるように支援するべき？
＊
東北地方太平洋沖
地震
□　
問題
＊何を成功と
する
か評価が不透明
⇒所得2ドル以下の超貧民層にも届く持続可能なビジネス・効果となるかの評価が難しい
　　
＊一概に提案できるものではない
⇒業種、参入する国などによって状況は様々　
＊効果がすぐには分からず中長期的視野が必要
＊ＢＯＰ市場といっても多種多様
＊事例が１０社程度
)
















 (
こ
れら
の問題を解決
するのがかなり難しそう…
)


＜参考論文＞
＊「日本企業によるBOP ビジネスの可能性と課題」http://www.sugawaraonline.com/paper/BOPbusiness_by_Japanese_Companies.pdf
＊「発展途上国における貧困層ビジネスの可能性と今後の課題」http://www.tokiorisk.co.jp/risk_info/up_file/200901093.pdf
＊「急拡大するBOPビジネスへの参入に異議あり」http://business.nikkeibp.co.jp/article/manage/20110506/219791/?rt=nocnt
＊「日本企業によるBOPマーケットの拡大」http://www.sugawaraonline.com/paper/Sugawara_2009_1_29.pdf
＊「低所得層にモノが飛ぶように売れる？世界に広がる「ＢＯＰビジネス」の正体」http://diamond.jp/articles/-/5306

＜参考文献＞
＊「BOP 超巨大マーケットをどう攻略するか」小林慎和　2011
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